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〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
CD
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会（
TEL
５
７
３
ー
６
５
６
３
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

専門学校と短大では入学する学生の考え方が異

なるため、国家資格を目指している生徒は、短

大での一般教養に費やされる時間は遠回りに感

じるかもしれない。目指す方向が異なるうえに、入試の際に専攻

科の生徒は受験科目によっては不利になるかもしれない。また、

この請願によると、各商業高校から簿記、情報関係の資格を取得

した目的意識の高い卒業生を入学させ、とあるが商業高校からの

入学だけで商業短期大学ができるのか、それを文科省が許可する

のかも明示されていない。在校生、保護者、教職員、ＯＢ会、市

民、この人たちが専攻科を短大へ昇格させることにそれほど関心

を持っていないことからも、現時点では時期尚早である。

専攻科の主たる学習目標は国家資格

の取得であり、履修者は高等学校専

攻科修了となるが、この制度は短期

大学と同格の2カ年の教育課程を修了するにもかかわ

らず、学歴は高校卒である。このため社会認知度が低

く、履修者は進路選択等で不利な状態を余儀なくされ

ており、高校専攻科の短期大学への昇格が切望されて

いる。また、短期大学でより高度な専門的知識を備え

た人材が養成されることは、深谷市はもとより県北地

域の教育・文化・経済の振興・活性化をはじめ、本県の

産業と経済の発展に寄与するものと思われる。

一般質問 一般質問

Q

Q Q

A

A A

青
年
就
農
給
付
金
の
申
請
状
況
、
お
よ
び
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
作
成
状
況
は
？

副
市
長
二
人
制
の
中
間
総
括
を

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
運
動
で
！

給
付
金
で
は
22
名
の
給
付
意
向
、
プ
ラ
ン
は
地
域
の
実
情
に
即
し
た
も
の
に

時
代
に
呼
応
す
る
地
域
主
権
構
築
の
た
め

市
長
自
ら
、
市
民
に
働
き
か
け
て
い
く

三み

田た

部べ

恒つ
ね

明あ
き

田た

嶋じ
ま　
　

均
ひ
と
し

加か

藤と
う　

温あ
つ

子こ

問
　
青
年
就
農
給
付
金
（
最
長
５
年
間
、
年

間
１
５
０
万
円　

原
則
45
歳
未
満
、
所
得
２

５
０
万
未
満
）
で
特
に
、
市
主
体
と
な
る
「
経

営
開
始
型
」
に
つ
い
て
、
22
名
の
給
付
意
向
。

支
給
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
？

答
　
本
申
請
を
済
ま
さ
れ
た
方
は
２
名
で
あ

り
、
随
時
、
本
申
請
を
促
し
て
い
く
。

問
　
実
際
の
給
付
が
始
ま
る
の
は
い
つ
か
？

答
　
支
給
は
半
年
ご
と
。
今
月
中
の
申
請
が

出
来
れ
ば
、
10
・
11
月
に
は
支
給
開
始
。

問
　『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
作
成
に
つ
い
て
、

現
在
、
意
向
調
査
の
回
収
率
は
？

答
　
回
収
率
は
40
％
で
あ
る
。

問
　
内
容
で
あ
る
が
、
人
・
農
地
の
今
後
の

分
析
と
い
う
よ
り
、
プ
ラ
ン
が
前
提
と
な
る

規
模
拡
大
加
算
・
青
年
就
農
給
付
金
等
の
活

用
意
向
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ね
ら
い
は
？

答
　
プ
ラ
ン
作
成
の
有
利
性
を
重
視
し
た
。

問
　
こ
れ
か
ら
深
谷
市
は
地
域
と
の
協
議
の

場
に
移
行
し
て
い
く
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

地
域
の
原
則
は
集
落
。
市
は
「
地
域
」
を
ど

う
捉
え
考
え
て
い
る
の
か
？

答
　
今
考
え
て
い
る
の
は
農
協
の
単
位
。
理

由
は
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
の
中
心
で

あ
る
こ
と
。
ふ
か
や
農
協
に
つ
い
て
は
範
囲

問
　
市
長
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
「
選
択

と
集
中
」
と
は
、
旧
来
の
権
利
や
既
得
権
を

見
直
し
健
全
な
自
治
体
運
営
を
模
索
す
る
改

革
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
あ
る
と
勝
手
に
解

釈
し
て
い
る
が
、
副
市
長
二
人
制
が
市
民
に

充
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

本
末
転
倒
の
議
論
や
偏
っ
た
情
報
が
流
れ
て

い
る
。
二
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
、
二
人
体

制
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、

市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
時
期
で

は
な
い
か
。

答
　
企
業
誘
致
な
ど
の
対
外
的
な
交
渉
を
進

め
る
こ
と
と
、
庁
内
の
重
要
施
策
へ
の
速
や

か
な
対
応
が
両
立
で
き
、
市
長
の
攻
め
の
姿

勢
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
で
き
た
。

問
　
今
の
答
弁
で
市
民
の
ど
れ
だ
け
が
納
得

す
る
か
。
同
規
模
の
自
治
体
で
は
副
市
長
一

人
体
制
で
機
能
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
深
谷

市
で
は
二
名
必
要
な
の
か
。
従
来
の
説
明
を

繰
り
返
す
だ
け
で
は
市
民
感
情
と
し
て
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
中
長
期
的
な
成
果
を
目
指
す
市
政
を
運

営
す
る
上
で
は
、
攻
め
の
歳
入
確
保
、
歳
出

削
減
の
改
革
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。
現

在
の
体
制
は
将
来
に
向
け
た
礎
を
築
き
、
本

問
　
来
年
４
月
「
ふ
か
や
花
フ
ェ
ス
タ
第
10

回
記
念
大
会
」
と
「
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り

深
谷
大
会
」
が
同
時
に
開
催
。
花
の
ま
ち
深

谷
市
と
し
て
迎
え
る
に
は
。

答
　
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
簡
素
化
で
街
路
樹
下

の
草
を
花
に
変
え
、
水
く
れ
、
除
草
管
理
と

コ
ス
モ
ス
街
道
の
春
の
植
栽
等
を
協
力
依
頼

し
、
花
と
心
で
も
て
な
す
市
民
協
働
の
花
の

ま
ち
づ
く
り
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
市
長
自

ら
対
話
集
会
２
０
２
で
働
き
か
け
て
い
く
。

問
　
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
設
置
は
。

答
　
深
谷
駅
通
り
等
に
設
置
予
定
。

問
　
花
種
・
土
・
肥
料
購
入
代
の
支
援
は
。

答
　
考
え
て
い
な
い
。
百
合
の
球
根
、
ゴ
ミ

袋
、
軍
手
等
提
供
。
花
苗
は
多
め
に
準
備
中
。

子
供
達
へ
の
公
平
、
平
等
の
観
点
か
ら

問
　
子
ど
も
議
会
は
、
中
学
校
10
校
で
20
名
、

小
学
校
19
校
で
19
名
が
参
加
し
て
い
る
が
子

ど
も
議
員
の
選
出
方
法
は
。

答
　
今
年
度
は
15
名
が
自
分
で
立
候
補
。
２

名
が
友
達
や
ク
ラ
ス
か
ら
の
推
薦
。
22
名
が

先
生
か
ら
の
指
名
で
あ
る
。

問
　
参
加
で
き
な
い
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答
　
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
や
子

が
広
い
の
で
農
協
の
支
店
単
位
と
し
た
い
。

問
　
地
域
の
農
業
を
知
る
農
業
委
員
会
の
関

わ
り
が
重
要
で
あ
る
。
関
わ
り
方
は
？

答
　
地
域
ご
と
の
協
議
の
場
で
は
、
認
定
農

業
者
と
共
に
農
業
委
員
の
役
割
が
重
要
と
な

る
。
決
し
て
机
上
の
プ
ラ
ン
に
は
し
な
い
。

外
国
人
患
者
の
救
急
搬
送
に
つ
い
て

問
　
音
声
式
外
国
人
救
急
搬
送
シ
ー
ト
積
載

を
。

答
　
音
声
式
で
は
な
い
が
、
現
状
で
は
、
情

報
収
集
シ
ー
ト
が
機
能
し
て
い
る
。

市
の
未
来
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

市
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

問
　
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
は
５
年
間
で

２
千
人
の
人
口
減
で
あ
り
、
今
後
も
減
少
傾

向
を
予
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
的
要
因
、

外
的
要
因
は
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
　
少
子
高
齢
化
が
大
き
な
要
因
と
考
え
て

お
り
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。

問
　
高
校
卒
業
後
、
進
学
や
就
職
等
に
よ
る

市
の
流
入
出
動
向
な
ど
の
調
査
は
し
た
か
。

答
　
調
査
は
難
し
い
が
、
研
究
し
た
い
。

ど
も
議
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
付
す
る
。
学
級
や

全
校
で
議
会
の
様
子
を
紹
介
、
議
会
報
告
会

を
開
く
等
で
対
応
し
て
い
る
。

問
　
過
去
の
質
問
で
実
施
さ
れ
た
事
業
は
。

答
　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
（
本
年
度

設
置
完
了
）
と
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
の
誕
生
な
ど
が
あ
る
。

問
　
将
来
の
夢
を
語
る
立
志
式
を
各
校
で
。

答
　
大
変
良
い
試
み
。
良
さ
を
広
め
て
い
く
。

問
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
事
業
の
今
後
の

進
め
方
は
。

答
　
地
域
の
団
体
と
の
共
同
事
業
を
研
究
し

て
い
く
。

音声式外国人救急搬送シート

会　派　名 深　　和　　会 公明党 深ク 志民 共産 彩新 無 審
議
結
果

議  員  名

議  案  

為
谷
　
　
剛

小
森
　
秀
夫

柴
崎
　
重
雄

吉
田
幸
太
郎

馬
場
　
　
茂

清
水
　
健
一

仲
田
　
　
稔

倉
上
　
由
朗

新
井
　
　
清

松
本
　
政
義

須
藤
　
邦
夫

中
矢
　
寿
子

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

武
井
　
伸
一

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

加
藤
　
温
子

加
藤
　
利
江

清
水
　
　
修

清
水
　
　
睦

田
島
　
信
吉

田
嶋
　
　
均

村
川
　
徳
浩

石
川
　
克
正

埼玉県立深谷商業高等学校専攻科の昇格による埼玉県立深谷商科短期大学設置の意見書 ○ 議
長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 採択

　

子ども議会深谷市役所

請
願
第
11
号　

（
採
択
）

埼
玉
県
立
深
谷
商
業
高
等
学

校
専
攻
科
の
昇
格
に
よ
る
埼

玉
県
立
深
谷
商
科
短
期
大
学

設
置
の
意
見
書
を
埼
玉
県
に

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
深
谷
市
藤
野
木
１
１
８

加か

藤と
う

　
裕ひ

ろ

康や
す

　

埼
玉
県
立
深
谷
商
業
高
等

学
校
は
、
平
成
６
年
に
、
別

名
ス
ー
パ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
と

称
す
る
高
校
卒
業
後
２
カ
年

間
履
修
の
全
国
唯
一
の
商
業

に
関
す
る
情
報
会
計
専
攻
科

が
設
置
さ
れ
、
高
度
な
専
門

知
識
・
技
術
を
修
得
し
た
人

材
を
育
成
し
て
き
た
。

　
平
成
25
年
、
同
校
専
攻
科

創
設
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
埼
玉
県
商
業
専
門
教

育
の
充
実
発
展
と
県
北
地
域

の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
同

校
の
専
攻
科
を
県
立
商
科
短

期
大
学
に
発
展
的
に
昇
格
さ

せ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

請
願
の
審
査
結
果

意
見
書
（
抜
粋
）

反対討論 賛成討論


